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酷
暑
の
候
　
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で

ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
は
同
窓
会
活

動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
五
年
度
総
会
は
、
一
一

月
一
八
日
（
土
）
三
重
大
学
生

物
資
源
学
部
大
会
議
室
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
勝
崎
副
会
長
司
会
の
も
と
木

村
会
長
挨
拶
に
続
き
、
議
長
に

三
島
氏
を
選
出
し
、
令
和
四
年

度
事
業
報
告
（
西
尾
幹
事
）、
会

計
報
告
（
近
藤
幹
事
）、
監
査
報

告
（
久
松
監
事
・
梅
川
監
事
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ
い
で
、

令
和
五
年
度
事
業
計
画
（
西
尾

幹
事
）、
予

算
（
近
藤
幹

事
）
が
提
案

さ
れ
、
満
場

一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
年
度
総

会
で
は
そ
の

他
の
議
案
と

し
て
、
三
翠

化
学
会
設
立

五
〇
周
年
記

念
事
業
の

進
捗
報
告

─
会
報
「
三

翆
化
学
」
の

バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
と
、

一
〇
周
年
記

念
樹
の
移
植

の
報
告
─
が

行
わ
れ
ま
し

た
。ま
た
、本

事
業
の
締
め

く
く
り
と
し

て
、会
章（
シ

ン
ボ
ル
マ
ー

ク
）
の
制
定
を
公
募
形
式
で
行

う
と
の
提
案
が
行
わ
れ
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
滞
り
な
く
総
会
が
締
め
ら
れ

た
あ
と
、
旧
農
学
部
学
生
実
験

室
北
側
に
場
所
を
移
し
、
移
植

さ
れ
た
三
翆
化
学
の
樹
の
、
銘

板
（
石
板
）
の
設
置
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
更
に
場
所
を
移

し
、三
重
大
学
生
協
「
ぱ
せ
お
」

に
て
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
本
総
会
へ
の

会
員
出
席
者
は
一
九
名 

と
な

り
、
寂
し
い
か
ぎ
り
で
し
た
。

一
、
〇
〇
〇
人
以
上
の
会
員
を

持
つ
三
翠
化
学
会
が
そ
の
五
十

分
の
一
に
も
満
た
な
い
会
員

で
「
総
会
」
を
執
り
行
っ
て
い

て
良
い
も
の
か
？

　
立
て
直
し

令
和
五
年
度
総
会
報
告

令
和
五
年
度
総
会
報
告

　
二
〇
二
四
年
度
の
新
入
生
か

ら
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系

が
、
こ
れ
ま
で
の
四
学
科
体

制
（
資
源
循
環
学
科
、
共
生

環
境
学
科
、
生
物
圏
生
命
化
学

科
、
海
洋
生
物
資
源
学
科
）
か

ら
一
学
科
四
コ
ー
ス
体
制
（
生

物
資
源
総
合
科
学
コ
ー
ス
、
農

林
環
境
科
学
コ
ー
ス
、
海
洋
生

物
資
源
学
コ
ー
ス
、
生
命
化
学

コ
ー
ス
）
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
多
様
化
す
る
受
験
生
の

ニ
ー
ズ
に
加
え
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

やSociety 5.0

、
気
候
変
動

や
異
常
気
象
へ
の
対
応
、
脱
炭

素
社
会
や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
容
な
ど
生

物
資
源
に
関
わ
る
課
題
な
ど
、

ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
課
題
の

解
決
に
向
け
、
生
物
資
源
各
要

素
の
専
門
性
と
そ
れ
ら
を
繋
ぐ

俯
瞰
的
視
点
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
総
合
的
な
知
識
、

デ
ー
タ
駆
動
型
農
林
水
産
業
や

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
素
養
を

備
え
た
人
材
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
に
即

し
た
各
専
門
分
野
の
育
成
人
数

バ
ラ
ン
ス
へ
の
柔
軟
な
対
応

と
、
分
野
横
断
型
の
教
育
研
究

の
創
出
を
狙
っ
て
生
物
資
源
学

部
を
一
学
科
と
し
、 

専
門
分
野

毎
の
コ
ー
ス
制
と
各
コ
ー
ス
内

に
専
門
領
域
に
よ
る
専
修
制
を

導
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
直
面
す
る
現
実
的
な
課

題
と
し
て
、
国
立
大
学
改
革
に

よ
っ
て
毎
年
の
よ
う
に
教
員
数

が
減
っ
て
い
く
な
か
で
も
教
育

の
質
を
維
持
す
る
た
め
の
新
た

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
を
め

ざ
し
て
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
回
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
「
生
物
資
源
総
合

科
学
コ
ー
ス
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
定
員
三
〇
名
と
い
う
コ
ン

パ
ク
ト
な
コ
ー
ス
で
す
が
、
一

年
時
に
は
専
門
を
決
め
ず
に
幅

広
く
生
物
資
源
学
に
つ
い
て
俯

瞰
的
に
学
ん
だ
後
、
二
年
進
級

時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を

決
め
て
残
り
の
三
コ
ー
ス
へ
配

属
さ
れ
ま
す
。
近
年
、
入
学

早
々
に
就
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

対
し
て
、「
自
分
が
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
専
門
と
入
学
し
た
学

科
の
内
容
が
一
致
し
て
い
な

か
っ
た
」、「
本
当
は
何
を
し
た

い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
う
ち

に
、
周
り
の
勧
め
で
学
科
を
選

ん
だ
け
れ
ど
も
イ
メ
ー
ジ
と

違
っ
た
」
と
い
う
相
談
が
し
ば

し
ば
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
最
近
で
は
、
他
大
学

で
も
一
学
部
一
学
科
で
入
学
を

し
て
、
各
分
野
の
教
育
研
究
の

中
身
を
知
っ
て
か
ら
専
門
を
選

択
す
る
「
レ
イ
ト
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
ー
教
育
」
を
実
施
す
る
大

学
が
増
え
て
い
る
の
も
、
こ
う

い
っ
た
受
験
生
の
要
望
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

生
物
資
源
総
合
科
学
コ
ー
ス
で

は
、
推
薦
入
試
に
い
わ
ゆ
る
地

域
枠
と
し
て
、
三
重
県
・
愛
知

県
・
和
歌
山
県
・
奈
良
県
の
高

校
を
卒
業
・
卒
業
見
込
み
の
高

校
生
を
対
象
と
し
た
「
紀
伊
黒

潮
枠
」
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
紀
伊
半
島
を
中
心
に
し

た
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
意

識
を
も
っ
た
人
に
入
学
し
て
も

ら
い
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て

考
え
る
経
験
を
も
と
に
、
卒
業

後
は
こ
の
地
域
に
限
ら
ず
、
日

本
ひ
い
て
は
世
界
の
各
地
域
で

課
題
の
解
決
と
発
展
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
輩
出
し
た
い
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
一
年
か
ら

二
年
に
か
け
て
希
望
者
に
は
長

期
休
暇
を
利
用
し
た
海
外
研
修

も
計
画
し
て
い
ま
す
。
第
一
期

生
と
な
る
本
年
度
は
多
く
の
学

�

木
村
幸
信
（
大
25
）

　
　
改
組
に
伴
う
組
織
変
更
に
つ
い
て

生
が
受
講
を
希
望
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
従
来
の
地
域
枠
は
、

そ
の
地
域
に
卒
業
後
も
残
り
医

療
や
教
育
に
従
事
す
る
こ
と
を

課
し
て
い
る
こ
と
が
一
般
的
で

し
た
の
で
、
生
物
資
源
学
部
の

紀
伊
黒
潮
枠
は
従
来
に
な
い
新

し
い
取
り
組
み
で
、
こ
の
枠
で

入
学
し
た
学
生
の
活
躍
を
大
い

に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
旧
農
芸
化
学
、
生
命
機
能
化

学
が
属
す
る
。
生
命
化
学
コ
ー

ス
は
生
物
圏
生
命
化
学
科
か
ら

は
大
き
な
変
更
は
さ
れ
て
お
ら

ず
、
生
命
機
能
化
学
専
修
と
海

洋
生
命
化
学
専
修
の
二
つ
の
教

育
ユ
ニ
ッ
ト
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
中
の
、
生
命
機
能

化
学
専
修
が
旧
農
芸
化
学
、
生

命
機
能
化
学
と
な
り
ま
す
。
今

回
の
改
組
は
、
以
前
の
生
命
機

能
化
学
コ
ー
ス
が
専
修
と
変
更

さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
で
ほ
ぼ

同
じ
で
す
。
ま
た
、
現
在
の
一

年
生
に
は
、
生
物
資
源
総
合
科

学
コ
ー
ス
の
学
生
が
、
上
記
に

書
い
た
よ
う
に
各
コ
ー
ス
へ
分

属
さ
れ
て
お
ら
ず
、
二
年
生
の

段
階
で
、
五
名
が
コ
ー
ス
に
分

属
さ
れ
、
そ
の
後
、
数
名
が
、

さ
ら
に
専
修
へ
分
属
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
特
記
す
べ
き
事
項
は
、
今
回

の
改
組
で
教
育
ユ
ニ
ッ
ト
と
し

て
、
土
壌
圏
生
物
機
能
学
（
旧

土
壌
学
・
植
物
栄
養
学
）
研
究

室
が
教
育
研
究
分
野
と
し
て
加

わ
り
ま
し
た
。
教
員
の
組
織
と

し
て
の
所
属
は
ま
だ
別
で
す

が
、
学
生
は
旧
農
芸
化
学
の
研

究
室
が
全
て
一
つ
の
組
織
に

揃
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※�

こ
の
記
事
は
、
前
半
の
学
部

全
体
の
記
事
は
副
研
究
科
長

で
微
生
物
遺
伝
学
研
究
室
の

木
村
哲
哉
先
生
が
、
後
半
の

農
芸
化
学
の
記
事
に
つ
い
て

は
、生
物
機
能
化
学
研
究
室
、

勝
崎
裕
隆
（
大
36
）
が
執
筆
。

て
い
こ
う
と
苦
慮
し
て
は
い
て

も
、
妙
手
は
見
つ
か
っ
て
い
な

い
現
状
で
す
。

　
懇
親
会
の
席
で
も
お
話
が
出

た
の
で
す
が
、
や
は
り
同
窓
会

の
大
事
な
存
在
意
義
の
一
つ

は
、
同
窓
在
学
生
へ
の
無
条
件

の
応
援
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

同
世
代
の
Ｏ
Ｂ
が
親
愛
の
情
で

集
ま
り
、
そ
の
延
長
で
先
・
後

輩
が
繋
が
り
、
一
つ
の
内
集
団

と
な
っ
て
学
生
、
そ
し
て
大
学

自
体
を
応
援
す
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
も

の
で
す
。
年
に
一
度
の
機
会
、

同
年
代
が
集
団
で
総
会
に
ご
出

席
い
た
だ
け
た
ら
、
と
い
う
と

こ
ろ
に
淡
い
期
待
を
寄
せ
て
お

り
ま
す
。 

記念樹を囲んで乾杯 三翠化学の樹　銘板

令和６年度 総会のお知らせ

記

令和６年９月７日土  12：30 受付開始

　13：00 ～13：30	 三翠化学会総会
	 生物資源学部校舎 216 番教室
　14：00 ～14：50	 三翠同窓会三重県支部総会
	 生物資源学部　大講義室
　15：00 ～15：30	 三翠同窓会総会
	 生物資源学部　大講議室　　
　16：00 ～17：30	 懇親会
	 三重大学生協　第１食堂　
　

懇親会会費　3,000 円（予定）

会章（シンボルマーク）の制定作業
─進捗ご報告とお願い─

　昨年度の総会にて、三翠化学会設立50周年記念事業の一つとして、会章（会のしるし・
シンボルマーク）を作ろうということが決定されました。
　今年度５月末を期限として皆さまにデザイン案を募集したところ、23点の応募作が集
まりました。ご応募いただいた皆さま大変ありがとうございました。その中から事務局
にて絞り込んだ10 作品を、この会報を通じて皆さまにご紹介いたします。最終的に１
点に絞り込み、デザイン修正の上でデータ化して完成の運びとする予定です。次回会報
にはご披露できるよう運んでいきたいと存じます。
　つきましては、この10 作品から１点に絞り込む作業に、皆さまのお力添えをいただき
たくお願いします。

お願いの内容
①投票
　10点のうち最も会章としてふさわしいと思うものを推薦してください。
　原則として多数の支持を得たデザインを会章としたい所存です。
②修正のご提案
　このままではどの案も気にいらない、あるいはここを直した方が良いというご提案は
極力受け付けます。ただしその案が採用されるか否かはわかりません。
　極端ですが、全く別のデザインをご提案いただいても結構です。募集期限は過ぎて
いますが、紹介した10点よりはこれのほうがいいというものはぜひご提案ください。
　※�なお、投票およびご意見は、e-mailにてsns1kgk@

gmail.comまでいただければ幸いです。
③最終案の決定は事務局にお任せください
　皆さまのご意見がどのくらいいただけるのか、どのよ
うな趣旨のご意見がいただけるのか現段階ではわかりま
せん。自力で決めきれないときには専門家のアドバイス
を受ける可能性もあります。事務局にご一任いただきた
くお願いします。

三重県の地図と三翠の文字を、
DNAを象徴する二重らせんで囲む。

No.1

二重らせんで大きく６員環。
中には三重県地図と三翠の文字。

二重らせんを平面図で放射状の白
抜きはミセルをイメージ。三翠の名
のもとに団結する集団として。

サッカーボール（ベンゼン環と５員
環）が飛んでいくイメージ。
ボールは酵母に見立て、出芽が見
られる。ややコミカル。

無限記号と二重らせんを融合。
シンプルなロゴで三翠化学の DNA
よ永遠にという願いを込めて。

ミセルは結束・団結。弁護士バッ
ジをオマージュ。
色展開：金色のバッジ

子嚢胞子と二重らせんを大地に生
える大樹のイメージに配置。
醸造と生物化学を農芸化学の象徴
とした。

二重らせんを単純化。
∞記号を合わせ縦に配置。三翠の
DNA は永遠です。

No.4

学問が社会に出て水の輪のごとく広
がっていく様を３つの翠の輪で表す。
BBA：Bioscience，Biotechnology
＆ Agrochemistry日本農芸化学会
のJSBBAより。カラー展開：３色の
緑（水滴部分で４色）

三翆（翡翠の勾玉）Bioscience，
Biotechnology＆ Agrochemistry
カラー展開は３つの翠。

No.10

No.7No.6No.5

No.2 No.3

No.8 No.9

（題字は稲川先生）

第 ７３ 号

令和６年●月●日 発行
三 翠 化 学 会
津市栗真町屋町１５７７

三重大学大学院生物資源学研究科内

電話／〈059〉232 － 1211

振 替 ／ 00890 － 1 － 59345

印刷／株式会社 あ る む
TEL(052)332-0861 大 8 長谷川 正一
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第
九
回
三
翠
化
学
会
関
東
支

部
交
流
会
を
、
令
和
六
年
四
月

一
四
日
（
日
）
一
一
時
か
ら
、

日
本
橋
室
町
の
三
重
テ
ラ
ス
・

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
支
部
で
は
毎
年
、
総
会
と
交

流
会
を
交
互
に
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
交
流
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
平
成
三
〇
年
三
月
一
七

日
（
土
）、
久
松
先
生
に
よ
る

講
演
「
忍
者
の
携
帯
食
」
以
来

六
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。

　
昨
年
の
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
開

け
で
出
席
者
は
一
三
名
の
出
席

で
し
た
が
、
今
交
流
会
は
初

め
て
の
参
加
さ
れ
る
方
も
お

ら
れ
、
来
賓
、
講
師
を
含
め
て

二
一
名
の
方
の
参
加
で
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
本
部
か
ら
木

村
会
長
に
お
い
で
頂
き
、
情
勢

報
告
を
含
め
挨
拶
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
昨
年
は
三
翠
化
学
会

創
設
五
〇
周
年
の
記
念
の
年
で

あ
り
、
記
念
行
事
と
し
て
、
機

関
誌
「
三
翠
化
学
」
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
こ
と
（
機
関
誌

「
三
翠
化
学
」
ア
ー
カ
イ
ブ
で

掲
載
）、
特
に
生
の
声
を
届
け

た
「
こ
う
よ
り
」
に
学
ぶ
こ
と

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

一
〇
周
年
記
念
に
植
樹
さ
れ
た

記
念
樹
が
道
路
整
備
で
余
儀
な

く
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
記
念
行
事
と
し
て
移
植
を

行
な
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
こ

れ
ま
で
無
か
っ
た
会
章
を
五
〇

周
年
の
機
会
に
新
た
に
つ
く
る

こ
と
に
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

募
集
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
講
演
会
は
、
大
学
19

回
の
加
藤
登
美
雄
氏
か
ら
「
日

本
有
人
島
の
旅
」
と
題
し
、
島

の
定
義
か
ら
始
ま
り
、
北
は
利

尻
島
・
礼
文
島
の
北
海
道
か
ら

第
九
回
三
翠
化
学
会

　
関
東
支
部
交
流
会
を
開
催

関
東
支
部
支
部
長
　
吉
田
吉
明
（
大
18
）

南
は
沖
縄
県
ま
で
、
全
国
の
有

人
島
（
離
島
）
を
長
年
か
け
て

巡
っ
て
お
り
、
風
景
に
加
え
て

島
の
見
所
な
ど
を
、
貴
重
な
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
初
め
て
見
る
風
景
が

多
く
、
演
者
も
も
っ
と
紹
介
し

た
い
島
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
も
う
少
し
時
間
を
取
っ
た

方
が
良
か
っ
た
と
惜
し
ま
れ
る

ほ
ど
、
参
加
者
か
ら
は
好
評
で

し
た
。
離
島
巡
り
は
ま
だ
ま
だ

続
く
と
の
本
人
の
談
。
こ
れ
か

ら
も
、
皆
さ
ん
の
趣
味
や
仕
事

へ
の
思
い
な
ど
を
語
っ
て
い
た

だ
く
講
演
会
と
し
て
企
画
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
特
に
登
壇
を
希
望
さ
れ
る

方
、
歓
迎
し
ま
す
。

　
講
演
会
の
後
、
集
合
写
真
の

撮
影
撮
り
、
懇
親
会
の
場
所
で

あ
る
「
吉
倉

　
日
本
橋
三
越
前

店
」
に
移
動
し
、
別
所
副
支
部

長
（
大
26
回
）
の
進
行
の
も
と
、

平
田
副
支
部
長
（
大
20
回
）
の

乾
杯
の
発
声
で
、
懇
親
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
二
時
間
飲
み
放
題
の

メ
ニ
ュ
ー
で
設
営
し
ま
し
た

が
、さ
す
が
に
三
重
大
学
健
児
、

冷
酒
、
燗
酒
を
問
わ
ず
、
店
の

日
本
酒
が
無
く
な
る
勢
い
、
更

に
、参
加
者
全
員
の
近
況
報
告
、

講
演
内
容
や
大
学
時
代
の
話
題

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
予
定

の
二
時
間
の
懇
親
会
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
貸
し

切
り
状
態
で
し
た
の
で
、
酒
井

さ
ん
（
大
34
回
）
の
発
声
で
「
三

翠
応
援
歌
」
を
大
合
唱
し
、
第

九
回
交
流
会
を
終
え
ま
し
た
。

　
来
年
は
総
会
の
年
で
す
。
昨

年
も
そ
う
で
し
た
が
、「
や
っ

て
良
か
っ
た
」
と
の
皆
さ
ん
の

声
を
励
み
に
、
三
～
四
月
の
開

催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
今
回
は
、
初
め
て
の
方
が
五

人
参
加
さ
れ
、
生
物
資
源
学
部

第
４
回
卒
業
の
石
井
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

大
25
回
の
木
村
会
長
が
出
席
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
三
重
か
ら

伊
藤
眞
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
大

25
回
、
26
回
の
同
期
会
の
雰
囲

気
で
し
た
。
総
会
、
交
流
会
を

活
用
し
、
連
絡
を
取
り
合
っ
て

同
期
会
を
開
催
す
る
こ
と
も
妙

実
験
や
農
産
物
利
用
学
な
ど
の

講
義
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
の

帰
国
後
、
学
生
実
験
も
担
当
さ

れ
な
く
な
り
、
外
書
講
読
は
な

く
な
り
、
農
産
物
利
用
学
の
Ⅰ

と
Ⅱ
を
長
年
講
義
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
大
学
院
で
は
修
士
向
け

に
炭
水
化
物
利
用
学
特
論
、
博

士
向
け
に
、
生
体
成
分
酸
化
反

応
機
構
論
な
ど
の
講
義
も
担
当

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
小
宮
先
生
が
ド
イ
ツ
か
ら
戻

ら
れ
た
頃
に
、
名
古
屋
大
学
か

ら
今
井
先
生
が
赴
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
こ
ろ
の
私
は
、
食
品

化
学
の
研
究
室
に
所
属
し
て
い

　
小
宮
孝
志
先
生
は
令
和
五
年

九
月
二
四
日
に
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
宮
先
生
は
、
名
古
屋
大
学

を
昭
和
四
五
年
に
卒
業
さ
れ
た

後
、
三
重
大
学
の
農
芸
化
学
科

の
農
産
製
造
学
研
究
室
の
助
手

と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
助
教
授
、
教
授
と
昇
進

さ
れ
、
平
成
一
六
年
に
ご
退
職

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
ド

イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学

へ
留
学
も
経
験
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
研
究
室
名
も
、
改
組
等

に
よ
り
、
農
産
物
利
用
学
と
名

前
が
変
わ
り
、
定
年
前
の
最
後

の
一
年
だ
け
は
新
設
の
食
品
機

能
化
学
研
究
室
に
所
属
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
在
職
中
に

付
属
農
場
の
農
場
長
に
就
任
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　
小
宮
先
生
の
講
義
の
思
い
出

は
、
私
が
学
生
時
代
受
け
た
、

外
書
講
読
で
し
た
。
有
機
化
学

の
ド
イ
ツ
語
の
本
を
使
用
し
な

が
ら
、
ド
イ
ツ
語
の
化
学
を
勉

強
す
る
も
の
で
し
た
。
多
く
の

学
生
が
、
苦
し
ん
だ
授
業
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
授
業
の
関
係

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
後

小
宮
先
生
は
、
ド
イ
ツ
へ
留
学

さ
れ
ま
し
た
。
私
自
身
は
、
先

生
の
担
当
さ
れ
て
い
た
、
学
生

案
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
が
参
加
す
る
機
会
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
交
流
会
の
開

催
に
あ
っ
て
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
が
特
定
で
き
る
方
以
外
の
方

に
は
、
往
復
は
が
き
で
対
応
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
今
後

の
案
内
の
要
否
と
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
再
確
認
を
行
な
い
ま
し

た
が
、
参
加
者
以
外
で
約
四
〇

名
の
方
か
ら
近
況
報
告
が
届
い

た
こ
と
も
あ
り
、
来
年
の
総
会

に
は
今
回
以
上
の
方
の
参
加
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
緒
に
、「
三
翠
応
援
歌
」
を

謳
歌
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
今
回
の
交
流
会
の

出
席
者
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

木
村
幸
信
（
三
翠
化
学
会
会

長

：

大
25
回
）、
加
藤
登
美
雄

（
19
）、
鈴
木
潔
（
09
）、
岡
崎

直
人
（
14
）、
高
瀬
敏
（
18
）、

吉
田
吉
明
（
18
）、
浅
尾
由
一

（
19
）、
東
海
裕
作
（
19
）、
西

出
祐
次
（
19
）、
平
田
友
良

（
20
）、
神
田
千
幸
（
21
）、
中

島
亨
（
22
）、
伊
藤
眞
（
25
）、

菅
原
博
（
26
）、
津
嶋
直
人

（
26
）、
別
所
明
（
26
）、
上
野

裕
史
（
27
）、蛭
薙
雅
美
（
27
）、

佐
藤
郁
夫
（
30
）、
酒
井
和
好

（
34
）、
石
井
泰
成
（
生
4
）

小
宮
孝
志
先
生
を
偲
ぶ

生
物
機
能
化
学
研
究
室
　
　
　
　
　

 

勝
崎
裕
隆
（
大
36
）

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
小
宮
先

生
が
研
究
を
さ
れ
て
い
た
、
名

古
屋
大
学
の
食
品
製
造
化
学
第

一
研
究
室
と
い
う
と
こ
ろ
へ
進

学
し
、
学
位
を
い
た
だ
い
て
か

ら
、平
成
五
年
の
一
二
月
か
ら
、

当
時
の
、
農
産
物
利
用
学
研
究

室
へ
助
手
と
し
て
赴
任
し
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
、
私
は
小
宮
先

生
が
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
今
井

先
生
を
含
め
、
三
人
で
農
産
物

利
用
学
研
究
室
を
運
営
し
て
き

ま
し
た
。
小
宮
先
生
が
、
退
職

さ
れ
る
一
年
前
に
改
組
で
、
農

産
物
利
用
学
研
究
室
は
生
物
機

能
化
学
研
究
室
と
な
り
、
新
設

す
る
形
で
、
小
宮
先
生
は
一
年

だ
け
食
品
機
能
化
学
研
究
室
に

所
属
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

学
生
は
元
の
農
産
物
利
用
学
研

究
室
の
場
所
で
実
験
を
行
い
、

小
宮
先
生
も
実
質
元
の
研
究
室

の
場
所
で
一
年
を
過
ご
さ
れ
御

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
宮
先
生
は
、
学
生
時
代
、

名
古
屋
大
学
の
並
木
満
夫
先
生

の
も
と
で
研
究
さ
れ
て
お
り
、

フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
関
係
の
研
究

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
三
重
大

学
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
研

究
室
が
澱
粉
を
扱
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
澱
粉
の
研
究
を
中

心
と
し
て
、
澱
粉
の
ラ
ジ
カ
ル

や
活
性
酸
素
に
よ
る
障
害
な
ど

の
研
究
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
が
赴
任
し
た
あ
た
り
か
ら
、

医
学
部
の
看
護
学
科
の
桶
廻
先

生
と
共
同
研
究
を
進
め
、
が
ん

細
胞
に
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
を
起
こ

す
よ
う
な
植
物
由
来
の
成
分
の

単
離
や
構
造
解
析
が
メ
イ
ン
の

研
究
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
は
、
農
場
長
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
農
場
で
取
れ
る

も
の
を
用
い
た
植
物
を
数
多
く

サ
ン
プ
ル
と
し
て
扱
っ
て
い
ま

し
た
。
博
士
課
程
の
学
生
の
指

導
も
行
い
、
課
程
博
士
、
論
文

博
士
を
含
め
何
人
か
の
博
士
も

育
て
ら
れ
ま
し
た
。
小
宮
先
生

と
の
実
験
の
思
い
出
は
、
小
宮

先
生
は
ド
イ
ツ
帰
り
も
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
三
角
フ

ラ
ス
コ
を
コ
ル
ベ
ン
と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。
は
じ
め
、
私
や
学

生
も
コ
ル
ベ
ン
と
聞
い
て
頭
の

中
に
？
？
が
出
て
い
ま
し
た

が
、
小
宮
先
生
が
手
で
三
角
フ

ラ
ス
コ
を
持
っ
て
い
る
の
を
見

て
、
三
角
フ
ラ
ス
コ
が
コ
ル
ベ

ン
か
と
わ
か
り
ま
し
た
。
調
べ

て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
語
で
三
角

フ
ラ
ス
コ
を
コ
ル
ベ
ン
と
呼
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
研
究
室
内
の
行
事
は
四
月
の

偕
楽
公
園
の
花
見
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
花
見
は
日
が
落
ち
て
し

ま
う
と
寒
す
ぎ
て
、
夜
桜
見
物

と
い
う
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
。

小
宮
先
生
の
一
声
で
、
偕
楽
公

園
を
一
回
り
し
て
か
ら
、
津
駅

近
く
の
小
宮
先
生
の
馴
染
み
の

居
酒
屋
へ
す
ぐ
に
移
動
し
、
そ

こ
で
、
歓
談
す
る
と
い
う
の
が

お
決
ま
り
の
コ
ー
ス
で
し
た
。

夏
は
、
大
学
院
の
試
験
が
終

わ
っ
た
時
に
、
就
職
の
決
ま
っ

た
人
の
お
祝
い
を
兼
ね
て
、
暑

気
払
い
の
コ
ン
パ
が
企
画
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
院
試
直
後
な

ら
、
合
否
も
な
い
の
で
気
に
せ

ず
に
、お
酒
が
飲
め
る
。
ま
た
、

外
部
か
ら
院
試
を
受
け
に
き
て

く
れ
る
人
も
一
緒
に
歓
談
で
き

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

は
な
か
な
か
よ
い
コ
ン
パ
で
し

た
。
ま
た
、
卒
業
時
も
謝
恩
会

が
あ
る
の
で
す
が
、
謝
恩
会
に

参
加
し
な
い
在
校
生
も
謝
恩
会

後
に
集
め
て
飲
め
る
よ
う
に
あ

ら
か
じ
め
店
を
押
さ
え
て
お
く

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。
宴

会
を
通
し
て
で
す
が
、
小
宮
先

生
は
、
研
究
室
全
員
に
配
慮
し

た
よ
い
会
を
企
画
し
て
く
れ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
つ
も
三
時
に
は
決

ま
っ
て
、
実
験
の
手
を
休
め
て

コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
を
飲
ん
で
歓

談
す
る
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し

た
。
小
宮
先
生
も
忙
し
く
な
っ

て
か
ら
は
あ
ま
り
参
加
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
、

学
生
と
の
距
離
を
縮
め
、
雑
談

と
は
い
え
有
意
義
な
会
話
が

あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
今
は
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事

が
コ
ロ
ナ
な
ど
を
経
て
変
わ
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
小
宮

先
生
が
い
た
頃
は
、
学
生
と
教

員
の
距
離
が
か
な
り
近
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
退
職
後
は
、
東
海
学
園
大
学

や
名
古
屋
女
子
大
学
で
教
鞭
を

執
っ
て
い
ま
し
た
。学
会
の
時
、

中
部
の
支
部
例
会
な
ど
で
は
、

多
く
の
女
子
大
生
を
連
れ
て
、

参
加
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
か

な
り
女
子
学
生
に
人
気
が
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
私
の

想
像
す
る
限
り
で
は
、
一
つ
思

い
つ
く
と
こ
ろ
が
あ
り
、
い
つ

か
ら
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

三
重
大
学
に
い
た
頃
の
、
小
宮

先
生
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
は
サ

ス
ペ
ン
ダ
ー
で
し
た
。
お
そ
ら

く
、
こ
の
サ
ス
ペ
ン
ダ
ー
を
し

て
、
女
子
大
で
講
義
を
し
、
お

茶
目
な
感
じ
が
女
子
大
生
に
映

り
、
学
会
へ
学
生
を
連
れ
て
来

ら
れ
る
ほ
ど
の
人
気
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
完
全
に
大
学
関
係
を
離
れ
て

か
ら
は
、
さ
ら
に
他
の
趣
味
を

始
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
年
賀
状

で
の
や
り
と
り
だ
け
で
し
た
が
、

年
賀
状
に
絵
を
描
い
て
送
っ
て

こ
ら
れ
、
最
近
は
絵
を
描
い
て

い
る
ん
だ
と
書
か
れ
て
あ
り
ま

し
た
。
三
重
大
に
い
た
頃
は
、

碁
が
趣
味
で
よ
く
打
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
完
全
退
職
後
に

　
大
42
回
生
と
修
29
回
生

の
同
窓
会
を
、
令
和
五
年

一
〇
月
二
一
日
に
名
古
屋

に
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
二
〇
一
四
年
開
催
の
同

窓
会
よ
り
、
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催

年
（
四
年
に
一
度
）
に
行

う
こ
と
と
し
、
二
〇
一
八

年
の
前
回
を
経
て
、
本
来

で
あ
れ
ば
二
〇
二
二
年
に

開
催
す
る
予
定
で
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
な
ど
の
諸
事
情

新
し
い
趣
味
を
始
め
ら
れ
る
と

は
好
奇
心
旺
盛
な
先
生
だ
な
と

思
っ
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す

と
、
お
亡
く
な
り
に
な
る
半
年

前
く
ら
い
に
、
骨
を
折
ら
れ
た

そ
う
で
、
そ
の
後
、
寝
た
き
り

に
な
り
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
。
こ
こ
ろ
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
残
さ
れ
た
私
た
ち
も
先
生

が
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
教
え
を

こ
れ
か
ら
も
肝
に
銘
じ
て
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
よ
り
、
一
年
延
期
し
て

よ
う
や
く
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
前
回
よ

り
五
年
が
経
過
し
、
皆
が

五
〇
代
に
突
入
し
ま
し
た

が
、
ひ
と
た
び
会
え
ば
、

学
生
時
代
と
同
じ
よ
う
に

皆
が
生
き
生
き
と
し
て
お

り
、
学
生
時
代
の
昔
話
か

ら
近
況
に
至
る
ま
で
、
楽

し
く
語
り
あ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
参
加
者
の

半
数
以
上
が
東
京
方
面
か

ら
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
次
回

は
関
東
地
区
に

て
、渡
辺
さ
ん・

橋
本
さ
ん
が
幹

事
と
し
て
開
催

す
る
予
定
と
な

り
ま
し
た
。
今

回
会
え
な
か
っ

た
方
々
も
含
め

て
、
次
回
も
皆

が
元
気
で
会
え

る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り

ま
す
。

�

杉
浦
和
彦
　

�

（
大
42
）

大
42
回
・
修
29
回
同
窓
会
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昭
和
五
九
年
に
第
一
回
総
会

が
開
催
さ
れ
た
三
翠
化
学
会
関

西
支
部
は
、
平
成
一
三
年
か
ら

は
名
称
を
関
西
支
部
総
会
か
ら

関
西
支
部
交
流
会
に
変
更
し
、

毎
年
開
催
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
途
中
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
、
令
和
二
～
三
年
は
開
催
を

見
送
り
ま
し
た
が
、
令
和
四
年

に
、
嶋
林
幸
英
先
生
を
偲
ぶ
会

と
し
て
、
第
二
二
回
関
西
支
部

交
流
会
が
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

 

第
二
三
回
支
部
交
流
会
は
、

令
和
五
年
一
一
月
一
一
日
、
ご

来
賓
と
し
て
三
重
大
学
生
物
資

源
学
部
名
誉
教
授
の
柏
村
直
樹

先
生
、
三
重
大
学
生
物
資
源
学

部
教
授
の
苅
田
修
一
先
生
（
大

30
）、
三
翠
化
学
会
会
長
の
木

村
幸
信
氏
（
大
25
）
に
ご
出
席

を
賜
り
、
今
回
も
ホ
テ
ル
ク
ラ

イ
ト
ン
新
大
阪
に
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
関
西
支
部
総
会
で

す
。
冒
頭
に
物
故
者
に
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。
次
い
で
伊
藤
支

部
長
（
大
21
）
の
司
会
で
総
会

に
移
り
ま
し
た
。
ま
ず
三
翠
化

学
会
会
長
の
木
村
氏
よ
り
ご
挨

拶
を
賜
り
、
三
翠
化
学
会
本
部

の
現
状
と
各
支
部
の
活
動
状
況

報
告
及
び
、
三
重
県
支
部
と
東

海
支
部
を
統
合
し
、
新
た
に
東

海
支
部
と
し
て
改
組
す
る
こ
と

を
、
本
年
の
三
翠
化
学
会
本
部

総
会
で
諮
る
予
定
と
の
ご
説
明

が
あ
り
、
今
後
と
も
活
動
へ
の

支
援
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
の
お
話
し
を
伺
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
伊
藤
支
部

長
か
ら
は
令
和
四
～
五
年
度
の

活
動
報
告
、
西
本
会
計
（
大

33
）
の
会
計
報
告
、
古
橋
会
計

監
査
（
大
19
）
に
よ
る
会
計
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
二
部
は
恒
例
の
談
話
会
で

す
。
今
回
は
、
苅
田
修
一
先
生

よ
り
、
三
重
大
学
生
物
資
源
学

部
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
し
さ

れ
、
生
物
資
源
学
部
が
平
成
六

年
度
か
ら
一
学
科
四
コ
ー
ス
制

に
改
組
さ
れ
る
こ
と
、
生
命
化

学
コ
ー
ス
の
現
講
座
が
、
か
つ

て
の
農
芸
化
学
コ
ー
ス
の
ど
の

講
座
に
対
応
す
る
の
か
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
大
学
で
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
研
究
テ
ー
マ

の
お
話
し
を
さ
れ
、そ
の
中
で
、

環
境
か
ら
分
離
し
た
特
徴
あ
る

野
生
酵
母
の
応
用
の
試
み
、
セ

ル
ラ
ー
ゼ
利
用
に
よ
る
セ
ル

ロ
ー
ス
分
解
と
そ
の
利
用
の
内

容
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
ま

た
、
大
学
構
内
及
び
周
辺
の
状

況
が
大
き
く
変
わ
り
、
木
造

だ
っ
た
江
戸
橋
が
歩
車
分
離
さ

れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
立
派

な
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
写
真

を
紹
介
さ
れ
、
隔
世
の
感
を
禁

じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
第
三
部
は
懇
親
会
で
す
。
柏

村
先
生
に
乾
杯
の
ご
発
声
を
い

た
だ
き
、
懇
親
会
は
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

が
、
ど
こ
と
な
く
口
元
は
笑
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
生
（
升
井
）
が
農
産
製

造
学
研
究
室
に
所
属
し
た
時

期
は
、
奈
良
省
三
先
生
の
ご

退
官
後
で
、
小
宮
孝
志
先
生

と
研
究
室
を
運
営
さ
れ
て
い

た
時
期
で
し
た
。
卒
論
、
修

士
の
合
わ
せ
て
、
三
年
間
同

じ
研
究
室
で
過
ご
し
た
際
の

思
い
出
の
中
に
次
の
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
夜
間
に
蒸
留
水

製
造
装
置
の
冷
却
水
が
漏
れ
、

階
下
の
土
壌
学
研
究
室
が
水

浸
し
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
朝
、「
升
井
君
、
下	

の
様
子
、見
て
き
て
く
れ
ん
か
。

謝
り
に
行
く
前
に
様
子
が
知
り

た
い
か
ら
…
…
」と
言
い
つ
つ
、

行
き
に
く
そ
う
に
口
元
に
笑
み

を
浮
か
べ
な
が
ら
、
言
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
同
期
の
Ｉ
君
が

ウ
ド
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
分

析
試
料
の
調
製
時
に
何
故
か
、

引
火
し
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
が
燃

え
ま
し
た
。
小
生
は
そ
の
事
実

を
知
り
つ
つ
、
翌
日
に
、
山
口

先
生
が
部
屋
に
入
っ
て
く
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
同
じ
場
所
に
か

け
て
あ
る
違
う
カ
レ
ン
ダ
ー
を

触
る
と
「
昨
日
、
ち
ょ
っ
と
、

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
な
。エ
ッ
へ
、

へ
…
…
」
と
笑
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
研
究
室
で
飲
み
会
（
確

か
、
忘
年
会
と
記
憶
し
て
い
ま

す
）
の
日
に
、「
今
日
は
、
こ

れ
で
帰
ら
な
あ
か
ん
。
う
ち
の

に
言
わ
れ
て
る
…
…
」
と
、
す

ご
く
照
れ
笑
い
し
な
が
ら
、
帰

宅
さ
れ
ま
し
た
。「
…
…
」
の

と
こ
ろ
は
ご
家
族
の
良
き
内
容

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
普
段
、

卒
論
指
導
で
は
「
や
ら
ん
か
っ

た
ら
、
知
ら
ん
よ
。
卒
業
で
き

ん
よ
」「
い
つ
か
ら
や
る
の
か

ね
。
ど
う
な
っ
て
い
る
か
ね
。

も
う
知
ら
ん
よ
」
と
厳
し
い
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

研
究
生
活
の
合
間
で
の
出
来
事

の
思
い
出
で
は
、
必
ず
笑
い
が

あ
り
ま
し
た
。
時
折
、
話
さ
れ

た
ご
家
族
の
こ
と
は
、
ホ
ッ
と

す
る
内
容
の
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
な
か
な
か
、
ゆ
っ
く
り
と

お
話
を
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
卒
論
を
指
導
さ

れ
た
者
は
、
寡
黙
な
山
口
先
生

で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
学
ぶ
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
、
今
、
改

め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
諸
先

輩
の
方
々
に
は
、
も
っ
と
違
っ

た
良
い
思
い
出
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
筆
を
進
め
る
う
ち
に
あ
れ
こ

れ
と
、
違
っ
た
思
い
出
が
浮
か

ん
で
き
ま
す
。
小
生
の
と
め
ど

も
な
い
思
い
出
話
で
す
が
、
現

在
の
小
生
の
研
究
生
活
に
お
け

る
学
生
指
導
で
の
糧
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
山
口
献
三
先
生
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　（
武
庫
川
女
子
大
学

�

　
食
創
造
科
学
科 

教
授
）

　
山
口
献
三
先
生
が
、
二
〇
二	

二
年
七
月
九
日
に
亡
く
な
ら
れ

た
と
の
連
絡
が
、
同
窓
会
事
務

局
に
あ
り
ま
し
た
。ご
在
職
時
、

私
た
ち
卒
論
生
に
は
、
ご
自
身

の
こ
と
を
あ
ま
り
多
く
を
語
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
在
学
時
よ
り
、
な
ぞ
の
多

き
先
生
で
あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ

か
、
口
元
に
煙
草
を
加
え
、
少

し
ず
れ
た
老
眼
鏡
の
上
か
ら
、

上
目
で
見
ら
れ
る
笑
顔
の
印

象
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　
三
年
次
の
附
属
農
場
へ
の
農

芸
化
学
実
習
に
大
学
か
ら
バ
ス

で
行
く
際
に
は
、
作
業
着
姿
、

右
手
に
フ
ァ
イ
ル
を
抱
え
、
最

前
列
の
助
手
席
に
い
つ
も
着
席

し
、
時
間
厳
守
の
徹
底
し
た
も

の
で
し
た
。
実
習
前
の
講
義
で

は
、
農
場
で
の
茶
葉
の
植
え
付

け
位
置
な
ど
、
実
習
以
外
の
山

口
先
生
の
お
考
え
な
ど
も
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
場
で

の
製
茶
、
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
、
ビ

ワ
の
シ
ロ
ッ
プ
煮
の
缶
詰
製
造

等
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ジ
ャ
ム
や
ビ
ワ
の
下
処
理

中
に
悪
友
と
も
ど
も
、
果
実
を

口
に
運
び
つ
つ
、
製
造
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。「
食
べ

た
ら
、
収
量
が
落
ち
る
よ
」
と

注
意
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た

第
二
三
回
三
翠
化
学
会

　
関
西
支
部
交
流
会
報
告

西
本
和
実
（
大
33
）

　
い
つ
も
の
よ
う
に
参
加
者
一

同
、昔
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、

お
互
い
の
近
況
を
報
告
し
あ
っ

た
り
と
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
で
懇
親
会
は
進
み
、

来
年
の
再
会
を
約
し
て
交
流
会

は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

支
部
運
営
協
力
費
に
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
皆
様
に
、
誌
面
を

お
借
り
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
最
後
に
今
回
の
出
席
者
を
紹

介
し
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

柏
村
直
樹
（
生
物
資
源
学
部
名

誉
教
授
）、
苅
田
修
一（
生
物
資

源
学
部
教
授
、
大
30
）、
木
村
幸

信（
三
翠
化
学
会
会
長
、大
25
）、

谷
中
國
昭（
大
13
）、大
北
明（
大

16
）、
古
橋
雅
巳（
大
19
）、
伊
藤

哲
雄（
大
21
）、
山
口
政
行
（
大

22
）、
服
部
正
之（
大
27
）、堀
英

一（
大
28
）、岩
田
将
司（
大
29
）、

小
川
悦
代（
大
30
）、
中
浦
守
浩

（
大
35
）、田
宮
敏
呂（
大
36
）、西

本
和
実（
大
33
）（
敬
称
略
）

第24回三翠化学会　関西支部交流会のご案内
　日時：令和６年11月２日土 　午前 11時から

　場所：ホテルクライトン新大阪

　談話会特別講師（予定）

　　三重大学生物資源学部	 稲垣　穣 教　授（生理活性化学研究室）

	 増田裕一 准教授（創薬化学研究室）

　今回は、生理活性化学研究室、創薬化学研究室、この２つの研究室

の起源である農薬化学研究室の同門会的な集まりを兼ねております。

最新の知見に触れ、三翠化学の同窓生と楽しく語り合う絶好の機会で

す。お誘いあわせの上、是非ご参加ください。

伊藤支部長会務報告 木村会長来賓挨拶 西本幹事会計報告

苅田先生　談話会　　　　　

古橋幹事会計監査報告

小川副支部長議事

山
口
献
三
先
生
を
し
の
ぶ

農
産
製
造
学
研
究
室
　
　
　
　
　
　
　

 

升
井
洋
至
（
大
32
）

朝日インテック株式会社
天野エンザイム株式会社
アピ株式会社
アンズコーポレーション
一宮市役所
伊那食品工業株式会社
井村屋株式会社
キヤノン株式会社
株式会社京樽
熊野市役所
倉敷紡績株式会社
経済産業省

一般財団法人材料科学技術振興財団
三昌物産株式会社
一般財団法人食品分析開発センター 
SUNATEC
太陽化学株式会社
中外医薬生産株式会社
辻製油株式会社
株式会社東海テクノ
株式会社東ソー分析センター
東邦ガス株式会社
名古屋国税局
日鉄ソリューションズ中部株式会社

株式会社ニップン
日本コーンスターチ株式会社
一般財団法人日本食品分析センター
農林水産省
株式会社浜乙女
株式会社はま寿司
ヒューマンアカデミー株式会社
株式会社ドンク
株式会社マスヤ
三重県教育委員会
御木本製薬株式会社
三井住友海上火災保険株式会社

● 令和５年度　卒業生就職・進路先 ●

株式会社メニコンネクト
山添村役場
ヤマモリ株式会社
株式会社 ATGS
KH ネオケム株式会社
NISSHA 株式会社
OAT アグリオ株式会社
OCI 株式会社
TIS 株式会社
WDB 株式会社　エウレカ社
� （順不動）

⃝訃報
　　福田　映　　元会長　　　令和５年	10	月 11	日　逝去
　　前田　巌　　先　生　　　令和５年	10	月 21	日　逝去

　　田口　寛　　先　生　　　令和６年	４	月 25	日　逝去
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・	セルロース分解性嫌気性菌 Ruminiclostridium josui における分子育種用ベク
ターの開発

・	収穫前後の農作物のマルチバンド光センシングに関する研究
・	Paenibacillus xylaniclasticus 由来キシラナーゼ Xyn11C の酵素特性
・	異なる施肥条件で生育された米の理化学的特性
・	イネの遺伝子欠損変異体 sqd2.1 および sqd2.2 の二重変異体作成
・クロラムフェニコールを母体薬剤とした皮膚透過性向上法の探索
・高周波照射された糖水溶液の赤外分光特性
・卵巣摘出マウスにおける EGC の作用について
・尾鷲市で栽培した川野夏橙の収穫時期、貯蔵方法の違いによる苦味成分の

比較
・Clostridium paraputrificum の多様性と M21 株の特徴に関する研究
・ノコギリモク Sargassum macrocarpum から単離された化合物の構造解析
・Clostridium paraputrificumのN-アセチルグルコサミン資化とその制御に関す

る研究
・	大腸菌 C 株のリポ多糖外部コア糖鎖を模倣した部分構造三糖の合成
・	抗菌環状ペプチド curacomycin 類の構造活性相関研究─β-ヒドロキシアス

パラギン残基の機能解明
・	BSES 法における Cel9R の添加効果
・	抗菌活性環状デプシペプチド Hypeptin に含まれるβ-ヒドロキシアスパラ

ギンの合成

・	抗糖化、抗酸化作用を併せ持つ食品の探索
・	Clostridium paraputrificum のキチン分解酵素の遺伝学的な解析
・	Orbitrap LC-MS を用いた精密質量と MSMS によるゴマリグナン類の特異

的分析法の開発
・	EGCg による酸化ストレスを介した細胞融合作用に関する研究
・	小豆抽出物の分画と機能性成分の探索
・	大腸菌コールドショック発現系におけるタンパク質の自動発現誘導
・	蛍光顕微鏡 BZ-X800、ImageJ を使用した HEK293 細胞を用いたカルシウ

ムイメージングによる TRPV 1 活性測定の解析法の確立
・	Paenibacillus xylaniclasticus TW1 株由来エンドグルカナーゼの相乗効果
・	塩化銅で誘導されるソルガムの代謝プロファイル変化に関する研究
・	強力な細胞障害活性を示すアセトゲニン類 squamocin の分子プローブの合成
・	ピペコリン酸側鎖に水酸基を持つ PF1171F の合成
・	Caffeic acid を部分構造に持つγ-oryzanol 類縁体の標準物質の合成
・	イロハモミジ葉抽出物の抗酸化作用の検討
・	豚肉の低温加熱調理特性の把握
・	抗酸化作用に着目した小豆味噌の機能性の探索
・	小豆抽出物の成分分析と抗酸化および抗炎症作用の検討
・	マルチバンド分光情報に基づいたイオン成分の異なる水を用いた昆布だし

の特性把握

令和５年度　卒論タイトル　（紀要掲載可分のみ）
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ま
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連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　sansuitokai@gmail.com

東
海
支
部
報
告

　６月８日土に大阪地下鉄御堂筋線緑地公園駅に集合して、大変お世話になっ
た担任の熊澤先生のお墓に参り、それぞれが手を合わせ、現状を報告した。
その後、新大阪に出て、再会を祝して中華料理で宴会を行なった。今回、相
場と、遠く山口県から、浅野が参加してくれて、時を超えた久々の再会に話
が弾んだ。相場と浅野は所用のため宴会の後に分かれ、残りのメンバーで京
都へ移動、宿泊し、夜遅くまでワイワイしながら、昔話に花が咲いた。翌日、
菖蒲園が見頃な平安神宮と、南禅寺を散策して、京都駅前のビアホールで、
次回の再会を約束して再び
乾杯した。今回は、幹事長
小川、幹事北村で企画運営
を担当し、参加者は、岩崎、
内田、大野、苅田、北川、
羽多、山田（敬称略）で、
次回は、東海か、関東のメ
ンバーで、企画をお願する
ことになった。
� 苅田修一（大 30）

30回同期会の開催

　コロナ禍の収束・緩和が見
えない状況の中で令和４年に
男性７名でのプチ同窓会を開
催し、２年後の還暦同総会に
向けて動き始めました。そし
て、令和５年９月 30 日土 愛
知県徳川園内の宝善亭でプレ
同窓会を開催しました。男性
９名・女性６名の計 15 名参
加で、懐かしい思い出話に花

を咲かせたりお互いの近況を報告し合ったりし、心に響く時間が流れ、閉会後
も別れがたく会場のいたるところで立ち話が続きました。笑顔・笑顔の「第 35
期同窓会」でした。
　令和６年は、待ちに待った還暦同窓会です。「第 35 期」全員が参加できればと
願っています。お会いできることを楽しみにしています。� 中浦守浩（大 35）

第 35期 同窓会

● 三翠化学会　東海支部規約 ●
第１条　本会は、三翠化学会東海支部と称する。
第２条　本会の事務所は、支部長宅とする。
第３条　�本会の会員は、愛知・岐阜・静岡・三重県内に主に居住または勤務する者及び

本会の趣旨に賛同する三翠化学会員とする。
第４条　�本会は、会員相互の親睦を深めるとともに、三翠化学会の発展と結束強化に資

することを目的とする。
第５条　本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
　　　　　１　�会員相互の連携と情報交換に資するための事業としての懇親会
　　　　　２　その他必要な事業
第６条　本会に、次の役員をおく。役員の任期は１年とし再任を妨げない。
　　　　　１　支部長　　１名
　　　　　２　会　計　　１名
　　　　　３　監　事　　１名
　　　　各役員の役務は次のとおりとする
　　　　　１　支部長は会務を総括する
　　　　　２　会計は本会の会計を掌握する
　　　　　３　監事は本会の会計を監査する
　　　　�支部長は前任者からの指名を受諾することで決定する。それが叶わない場合に

は速やかに懇親会を開催し、出席者の過半数の賛同をもって決定する。会計は
支部長が委嘱する。監事は三翠化学会会長または三翠化学会会長が指名した者
に委嘱する。

第７条　本会は、次の会合を行う
          １　総　会　　年１回行う
　　　　　２　懇親会　　年間３回開催を原則とする。
　　　　　３　役員会　　随時　必要に応じ開催する。
第８条　本会の経費は、会費及びその他の収入をもって充てる。
　　　　　１　会費は、事業の都度必要に応じて徴収することができる。
　　　　　２　会計は年１回監事に会計報告を行い、監事はその内容を監査する。
　　　　　３　�年度ごとの会計報告は省略されるが、会員から開示請求を受けたとき、

本会の会計は次期会合で開示されなければならない。

　附　則　１　�すでに組織された三翠化学会関係のそれぞれの組織については、相互補
完の関係維持に努める。

● 三翠化学会　東海支部規約（内規） ●
（入退会）
　第１条　入退会は自由とする
　　　　①�	入会希望者は電子メールアドレス他、必要事項を事務局に届け出ることで入

会したものとする。
　　　　②�	入会希望者は、会員の紹介により初回会合に参加することができる。
　　　　③	退会希望者は事務局に届け出ることで退会したものとみなす。
（連絡・通知）
　第２条　連絡・通知は電子メールを持って行う
　　　　２　�やむをえぬ場合、電話連絡やその他手段を用い、連絡・通知手段とするこ

ともある
（総会）
　第３条　�三翠化学会総会開催時に行うこととするが、規約改定など特段の議事がない

場合は省略されることもある

皆様からのご厚志は随時承っています。

金額の多寡にかかわらず喜んで頂戴いたします。

　・�郵便局よりの振込には、表紙題字の下に記載の振替口座番号宛お振込

みください。

　・�銀行やコンビニATM等からでも振込は可能です。

その際は、使用可能な銀行キャッシュカードをご使用いただき、

　銀行名：ゆうちょ銀行

　　金融機関コード：9900	 店名：089店（ゼロハチキュウ店）　 

　　預金種目：当座		  口座番号：0059345


